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　令和７年度の修了式と最後の授業を行いました。修了式では、代表児童が立派な態度で修了証を受領し、全員が大
きな返事をすることができました。生徒指導主事からは、具体的な例を挙げながら、春休みの安全な過ごし方につい
て話がありました。また、最後の授業では、お世話になった先生方に感謝の言葉を伝えたクラスもありました。

 
 

　皆さんが登校する前に、校長先生は各教室を回りました。掲示物が外され、学習の足跡が見えなくなり、
少し寂しい気持ちになりました。しかし、一年間の学習の成果は、皆さんの頭や体、そして心の中にしっ

 かりと刻まれていると信じています。
 
　さて、年度の終わりにあたり、これまでと同じように「やさしく　かしこく　たくましく」という三つ

 の言葉で、一年間を振り返ってみたいと思います。
 
　まず、「やさしく」です。 
今年一年、みなさんの周りには、たくさんの「あい」がありました。助け合い、励まし合い、認め合う姿

 を、校長先生はたくさん見ることができました。
　入学したばかりで不安だった一年生に、やさしく声をかける上級生の姿。困っている友だちに「大丈夫
だよ」と寄り添う姿。そして、「ふわふわ言葉」を大切にしようとするみなさんの努力。どれも本当に立

 派でした。
 
　三学期の始業式では、「寛容」という言葉についてお話ししました。人の失敗や違いを受け入れる広い

 心、それも「やさしさ」です。
　もちろん、ときには、言葉や行動がうまくいかず、友だちとぶつかってしまうこともありました。しか

 し、その経験もまた、みなさんの「やさしさ」を育ててくれました。
 　一年間で、みなさんの「いのちの根」は、確実に深く、強く伸びました。

 
　次に、「かしこく」です。 
みなさんは、この一年間、たくさんのことを学びました。教科書の内容だけでなく、友だちとの関わりや
行事、校外学習など、さまざまな経験を通して、「考える力」を伸ばしてきました。 
 
　三学期には、「わかる と 授業は楽しくなる」という話をしました。最初は難しいと感じても、あきら
めずに取り組むことで、「わかった！」という喜びにつながったはずです。 
　また、二学期にお話ししたように、勉強は「わくわくする将来」に近づくためにするものです。みなさ

 ん一人ひとりが、自分の未来に向かって、しっかりと歩みを進めることができました。
 
　そして、「たくましく」です。 
運動会や持久走記録会、日々の体育や外遊びなどを通して、みなさんは心も体も強くなりました。暑い日

 も寒い日も、一生懸命に取り組む姿はとても頼もしかったです。
　また、うまくいかなかったことや悔しい思いをしたこともあったでしょう。しかし、それを乗り越えよ
うとする中で、「あきらめない力」や「挑戦する気持ち」が育ちました。 
 
　年度のはじめに、「あいあい大作戦」という合い言葉のお話をしました。 
助け合い、磨き合い、競い合い、励まし合う　その一つ一つの「あい」が、みなさんを大きく成長させて

 くれました。
　今、みなさん一人ひとりの中には、「やさしさ」「かしこさ」「たくましさ」という、本物の宝物がしっ

 かりと育っています。
 

 　四月には、新しい学年が始まります。
 　今の学年で学んだことや経験したことに自信をもって、次の一歩を踏み出してください。
 　そして、新しく入ってくる一年生や、クラスが替わって、今まであまり親しくなかった人

 にも、これまでみなさんが受け取ってきた「あい」を、ぜひつないでいってほしいと思います。
 

 　校長先生は、これからのみなさんの成長がますます楽しみです。
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